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１．研究計画の概要 

(1)  基本可換 p 群の分類空間 B(Z/p)n の
安定ホモトピー型分解の成分の研究をする。
特 に そ の 中 で も 比 較 的 性 質 の よ い 
Steinberg 成分 M(n) について調べること
を目標とする。 

 
(2)  分類空間 BZ/p と加法形式群の自己

同型群は mod p 通常ホモロジーの安定ホ
モロジー余作用素 H*H の構造で重要な役割
を果たす。それ以外のホモロジーの安定ホモ
ロジー余作用素を、分類空間と形式群の自己
同型群を使って決定することを目標とする。 
 
２．研究の進捗状況 

(1)  M(n) の mod p Hurewicz 写像の像
を完全に決定することを目標とし研究を行
った。Hurewicz 像が各次元で Z/p か 0 に
なることは、以前の研究からすぐに得られる。
今までの研究でほとんどの次元で 0 になる
ことはわかった。この研究で決定できなかっ
た次元では n=1 の場合は Hansen により 
0 となることが知られている。その結果から
予 想 す る と 、 決 定 し て い な い 部 分 の 
Hurewicz 像は 0 になると思われる。n=1 
の場合の  Hansen の結果では、Hurewicz 
像が 0 にならない BZ/p のホモトピー群を
具体的に構成している。 n=2 の場合に拡張
を試みたが、いい構成を見つけることができ
なかった。 
 

(2)  Morava K-理論の安定ホモロジー余
作用素 K(n)*(K(n)) の構造はすでに柳田に
より知られている。p が奇素数の場合には 
mod p 通常コホモロジーの安定ホモロジー

余作用素 H*H には Milnor 元がある。それ
に対応する元が K(n)*(K(n)) にも出てくる。
Milnor 元があるので、H*H と同じように通
常の 1 次形式群の自己同型群を使っただけ
では、K(n)*(K(n)) と同型になる Hopf 代数
を構成できない。まず Milnor 元の部分とそ
れ以外の部分を別々に考える。具体的には
Milnor 群に対応する部分は 2 次加法形式群、
それ以外の部分は通常の 1 次形式群を使っ
て構成した。この２つは重複している部分が
あるので、最後にこの 2 つを合成することで
(n)*(K(n)) と同型になる Hopf 代数を形式群
の自己同型群を使うことで構成できた。 
 
 
３．現在までの達成度 
③ やや遅れている。 
 M(n) の Hurewicz 像はほとんどの部分
は決定しているが、それ以外の部分の決定は
今のところ有効な方法が見つかっていない。  
 以前の H*H の研究で使ったのと類似の
手法で、K(n)*(K(n)) の構造を決定できる可
能性を思いつき、代数的に構成することがで
きた。 
  
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) Arone, Lesh は M(n) の bu での類似

物を構成した。これは最近の結果であり
Whitehead 予想などまだわかっていないこ
とも多いので、今後 M(n) の既存の結果と比
較しながら研究を進める。 
 
(2)  K(n)*(K(n)) の構造を、分類空間と形

式群の自己同型群を使って決定したい。その



中で分類空間 BS1 と BZ/p が重要な役割を
果たすと思われる。これらの空間と mod p 
通常ホモロジーの場合に使用した手法を用
いて研究を進める。 
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